
ニッポン高度紙工業株式会社　会社紹介

設 立

資 本 金

所 在 地 従 業 員 数

( 本 社 )

代 表 者

TEL：

Mail：

ホ ー ム ペ ー ジ

研 究 活 動

22億4,174万円

1941年(昭和16年)

567人(連結：2016年9月末)

○安芸工場(高知県安芸市)　

〒781-0395

　高知県高知市春野町弘岡上648番地

代表取締役社長　山岡俊則

ニッポン高度紙工業株式会社

リチウムイオン電池の市場拡大に期待

管理部人事課　北岡卓也・森下雅道

088-894-2321

jinji@kodoshi.co.jp

http://www.kodoshi.co.jp/

　(アルカリ、リチウムイオン、ニッケル水素　他)

　　　　＜電解コンデンサ＞　　　　　　　　  　   ＜電解コンデンサ構造＞　　　　  　　  　 　＜セパレータ(当社製品)＞

お 問 い 合 わ せ

事 業 所

○本社・本社工場(高知県高知市)

○南国工場(高知県南国市)

○米子工場(鳥取県米子市)

無機/有機ナノハイブリット膜

会　社　概　要

事　業　内　容

・アルミ電解用：世界シェア60％(国内95％)
・導電性高分子固体用：世界シェア98％

世界シェア97％

○NKKM(マレーシア・ジョホールバル)

○ＡＬＤ(フィリピン・マニラ)
子 会 社

名 称

燃料電池用電解質膜を中心とした用途展開

【金鉱より鍬(くわ)の精神】
　　1848年頃、アメリカ・カリフォルニア州でゴールドラッシュという社会現象が発生しました。人々は一攫
　千金を夢見て、こぞって金脈の採掘に出かけたそうです。
　　その最中、ある者はこう考えました。「金脈を発見する者は、ほんの一握りだろう。それならば、採掘者が
　必ず必要とする鍬を販売する方が賢明ではないだろうか」この考えは的中し、鍬(くわ)は飛ぶように売れました。

　　当社は、現代社会に欠かせないエレクトロニクス商品になくてはならないモノ＝セパレータを創っています。
　　皆が欲しがる最終製品ではなく、その製品に欠かすことのできない部材を唯一無二の技術と品質で創り続け、
　ニッチなセパレータ市場において、世界トップメーカーとしての地位を築いてまいりました。

ＮＫＫは、世界のために役立つ仕事をしている集団である。お客様が最もメリットを受けることができる商品を提供する。

事 業 活 動

コンデンサ用セパレータの開発、製造、販売

　(アルミ電解、導電性高分子固体)

電気二重層キャパシタ用セパレータの開発、製造、販売

電池用セパレータの開発、製造、販売

私たちは、地方を拠点にグローバルな事業を展開している技術開発型企業です。
従業員の安全と健康を最優先に考えた会社運営の継続をしており、2015年12月に、四国で初めて『安全衛生優良企
業』の認定をいただきました。これからも、従業員と会社はパートナーであるという認識のもと、
互いの対話を重視し、世界のエレクトロニクスの発展に寄与していきたいと考えております。
私たちと共に、まだ見ぬ世界のエレクトロニクスの未来のニーズに挑戦してみませんか。

基　本　方　針

メ　ッ　セ　ー　ジ

ＮＫＫは、世界でもっとも優れた商品を造り創る。

ＮＫＫは、世界に安心を売る会社である。

ＮＫＫは、世界の未来の技術のニーズに挑戦する。

激しい競争と技術革新の世界で仕事をしている自覚を持ち、現行商品の
枠にとらわれず、能力向上と自己革新を耐えず実行していく。

安心とは、品質、価格、納期、サービス、開発能力などの包括である。

未来の技術のニーズに真正面から挑戦し、そのニーズを満たすものを見
出し、具現化することを使命とする。


